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近年の土砂災害に関する最近の動向

大阪府 都市整備部
河川室 河川環境課



近年の土砂災害の状況（全国）
• 近年、全国各地で土砂災害が激甚化・頻発化しており、近年10年の土砂災害発生平均件数は、その前の10年の
約1.2倍となっている。また令和５年については、1,471件の土砂災害が発生した。

出典：（国土交通省HP）「令和4年の土砂災害」に一部加筆
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近年の土砂災害の状況（全国）
• 豪雨に伴い全国各地で象徴的な土砂災害が毎年のように発生している。

出展：（国土交通省HP）気候変動を踏まえた砂防技術検討会（第１回） 2



近年の土砂災害の状況（全国）
• 記録的な降雨に伴い表層崩壊が多発し、特に土砂・洪水氾濫については、過去から度々大きな被害をもたらし
てきたが、近年は頻発化の傾向にある。

出展：（国土交通省HP）気候変動を踏まえた砂防技術検討会（第８回） 3
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大阪府内の土砂災害発生件数

近年の土砂災害の状況（大阪府）
• 大阪府では、平均約５件／年の土砂災害が発生。近年10年の土砂災害発生平均件数については、その前の10年
と比較しても増加傾向は見られない。

• 一方、時間雨量50mm以上の大雨や24時間200mm以上の降雨の発生回数は増加傾向である。

H11年６月
豪雨

H30年7月豪雨台風第4号
梅雨前線

H15～H24
平均4.9件/年

H25～R4
平均4.6件/年

台風第２号
梅雨前線

H30年7月豪雨 がけ崩れ（阪南市）H19年台風第４号及び梅雨前線 がけ崩れ（河内長野市） R5年台風第2号及び梅雨前線 がけ崩れ（和泉市）

出典：令和５年度大阪府河川整備審議会
第1回治水専門部会資料
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（国の動向）気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について答申（R2.7）
• 近年の水災害による甚大な被害を受けて、施設能力を超過する洪水が発生することを前提に、社会全体で洪水に備え
る水防災意識社会の再構築を一歩進め、気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、あらゆる関係者が協働し
て流域全体で行う、流域治水への転換を推進し、防災・減災が主流となる社会を目指す。

出典：気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について 答申（令和２年７月） 概要
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（国の動向）流域治水の取組
• 集水域と河川区域のみならず、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、地域の特性に応じ
①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、
②被害対象を減少させるための対策、
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策を ハード・ソフト一体で多層的に進める。
• 大阪府においても、全流域で流域治水プロジェクトを策定し、流域治水を推進している。

出典：（国土交通省HP）流域治水の基本的な考え方
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（国の動向）流域治水砂防の取組
• 砂防分野についても、流域治水砂防として、林野事業との連携した流木対策や、防災まちづくりと連携した土砂災害対
策など、あらゆる関係者が協働して土砂災害対策を推進している。

出典：（国土交通省HP）「流域治水砂防」に一部加筆 7



（国の動向）気候変動による降雨特性変化に伴う土砂災害リスク地域別変化
• 国の「気候変動を踏まえた砂防技術検討会」において、将来２度上昇時には梅雨豪雨によるＣＬの超過回数が、
大阪府を含む西南日本内帯では、1.1倍となることが示され、土砂災害の発生頻度の増加が考えられる。

• 大阪府においては、将来の降雨特性の変化に追随できるよう、定期的にＣＬを見直し、土砂災害警戒情報の発
表精度向上に努める。

出典：（国土交通省HP）気候変動を踏まえた砂防技術検討会（第８回） 8



（国の動向）土砂・洪水氾濫対策
• 気候変動を踏まえた砂防技術検討会での検討を踏まえ、令和４年３月に「土砂・洪水氾濫により大きな被害の恐れの
ある流域の調査要領（案）（試行版）」が国から示され、大阪府においても、対象となる流域の抽出業務に着手し、令和
５年度末までに抽出が完了する予定。

平成29年 九州北部豪雨
(土砂・洪水氾濫の例)

出典：（国土交通省HP）平成29年7月九州北部豪雨による土砂災害の
概要＜速報版＞Vol.6 出典：（国土交通省HP）気候変動を踏まえた砂防技術検討会（第４回）

令和5年度末までに抽出予定 9

淀川水系 天野川の上流域（交野市）では、平成25年9月の台風第
18号により、一夜にして流域内の複数のため池が満砂になり、下流へ土砂
が流出するなど、大阪府でも土砂・洪水氾濫の発生の可能性はあると考え
られる

満砂となった流域内のため池

住宅地への土砂流出状況



大阪府における防災まちづくりと連携した土砂災害対策の検討
• 大阪府では、居住誘導区域から土砂災害警戒区域等を除外し、誘導施策を推進する一方、居住誘導区域内に災害ハ
ザードエリアが点在する課題がある。

出典：河内長野市HP（かわちーず）●居住誘導区域と土砂災害警戒区域等の関係性（参考例）

居住誘導区域土砂災害警戒区域
土砂災害特別警戒区域 10



大阪府における流域治水砂防の検討（案）

（参考）土砂洪水氾濫が発生する可能性のある流域
流域面積：3㎢以上
生産土砂量：10万㎥以上（1万㎥/㎢以上）
被害想定：公共施設等もしくは人家50戸以上

・移転施策の推進
居住誘導区域外から内への移転に関し、
さらなる優遇措置

・まちづくり連携砂防の推進
居住誘導区域内の土砂災害対策に
ついて重点化

■■
■■
■■
■■

■■
■■
■■
■■

■■
■■
■■
■■

■■
■■
■■
■■

・土砂・洪水氾濫対策の推進
治山事業と連携した砂防・治山堰
堤の整備。

今後の進め方の検討（流域治水砂防の推進）
＜調査＞
・土砂・洪水氾濫の発生のおそれのある流域の調査
＜逃げる＞
・土砂・洪水氾濫のリスクの開示手法や警戒避難体制の整備手法の検討
・CLの定期的な見直しによる発表精度の向上
＜移転補強制度＞
・市町村が重点をおいてまちづくりする地域については優遇措置を検討
＜土石流対策＞
・土砂・洪水氾濫のおそれのある流域については地先砂防をさらに重点化するとともに下流域の

被害を軽減する対策を検討
＜急傾斜地崩壊対策＞
・市町村のまちづくりと連携した施設整備を重点化
・居住誘導区域内の既存施設の改築（特別警戒区域の解消）

・流域治水砂防の推進
下流や地先の取組を踏まえた施設整
備の重点化

・警戒避難体制の整備
「避難スイッチ」の設定や防災学習による避難
行動意識の向上、CLの見直しによる土砂災
害警戒情報の発表精度の向上
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・リスクの開示
土砂・洪水氾濫によるリスクを開示

• 土砂・洪水氾濫の発生のおそれのある流域を抽出するとともに、「逃げる」「凌ぐ」「防ぐ」施策を組合わせた、大阪府に
おける流域治水砂防を検討していく。



近年の土砂災害に対する課題と今後の進め方

項目 施 策 取組状況 課題等 今後の進め方（案）

新
た
な
課
題
へ
の
対
応

降雨特性の変化への対応 ・土砂災害発生危険基準
（CL）線の見直し ・将来の降雨特性の変化 ・降雨特性の変化に追随できるよ

う、CLの定期的な見直しを行う

土砂・洪水氾濫対策 ・土砂・洪水氾濫が発生するお
それのある流域の抽出

・土砂・洪水氾濫対策の実
施方針

・土砂・洪水氾濫リスクの開示手
法及び警戒避難体制の整備手法
の検討
・発生するおそれのある流域や流域
治水砂防の考え方を踏まえた施設
整備の優先順位の検討

まちづくりと連携した土砂災害
対策

・土砂災害警戒区域等の居住
誘導区域からの除外

・居住誘導区域内に点在
する土砂災害警戒区域等
による、まちづくりへの弊害

・防災まちづくりを考慮した土砂災
害対策の重点化

• 近年の土砂災害や社会情勢の変化を踏まえ、土砂・洪水氾濫対策やまちづくりとの連携を踏まえた土砂災害対策につ
いて検討していく。
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